
 

 

 

2018 いのちの森植樹祭ＩＮおたる奥沢水源地ＶＯＬ6 

 

 

 

 

 

 

2018 年 9 月 23 日 24 日 

主催：北海道千年の森プロジェクト 

助成：（公社）国土緑化推進機構 株式会社ニトリ・北海道応援基金 共催：（一社）小樽青年会議所 

後援 ：：： 北海道後志総合振興局 小樽市 小樽商工会議所 ：（一社）小樽観光協会 小樽ロータリークラブ  

   小樽５ライオンズクラブ： 北海道教職員組合小樽市支部： 北海道中小企業家同友会しりべし・小樽支部 

  

                  http://sennenno-mori.com 

株式会社ニトリ 北海道応援基金事業 



   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 



継続は力なり 

 

今年も“北海道”千年の森プロジエクトの植樹祭が始まる。12 年目を迎えての植樹祭だ。「継続は力」

と言うが、よく民間の力でこのように続けているものだと心から力強く思う。 

 この 11 年の間に植えた木が 41,624 本となる。参加数が延べ 7,046 人というのだから 

この実績も素晴らしいが、何よりも「地球の命を守る」ことに視点を置いて活動を続け地球の温暖化へ

少しでも貢献できることに喜びを感じる。また、植樹を通して生まれた仲間の絆も素晴らしいと思う。 

 

 

 

事前の準備 

 

平成 30 年 9 月 22 日土曜日今日は植樹の準備の日だ。朝から小雨が降ったり止んだりしている。新聞

の予報は雨マークだった。今日は雨合羽を着ながらの作業になると覚悟を決めた。ところが作業が始ま

る 10 時頃は雨が上がって、涼しい秋風が吹いて作業が順調に行われた。 

 今年は昨年植樹した場所に近い平地にマウンドが築かれている。創建社が造ってくれた。土を追分町

から大型トラック 100 台で運んできたという。平地でのマウンド造りには、まず 1 メートルほど地面を

掘り下げる。そこに水はけなども考慮して黒土、赤土、それに火山礫などを交ぜる。小高いマウンドを

造るのに、奥沢水源池の古い木材を埋めてその上に土を盛り上げる。 

  

今年も東京からまじぇる会旗野さんが早々駆けつけている。安西さんは一日でも協力力したいと東京か

らやってきて作業をしている。この情熱には脱帽だ。 

昨日，一昨日と準備が進められ、マウンドの周りに杭が打たれ、いつものように縄が置かれている。

トレイには苗木が並べられている。 

 今日の作業は藁の代わりに乾いた牧草をマウンドの前に積み上げる作業だ。たちまち牧草の小山がで

きる。創建社の小型トラックが水道局から水を運んでくる。 

 大体準備が整って仕事が一段落ついたのでテントの中で昼食を摂る。力を合わせて働いた後のエビフ



ライ弁当は格別に美味しい。今年もマグロ解体の名手の政寿司さんの「たけさん」の顔も見える。久し

ぶりで蘭越の渡辺さん、島牧の杉山さんも参加だ。ここで昼食を摂る人たちは植樹の仲間というよりは

志を一つにした同志と言っていいのだろう。 

 

藤原一繪先生の視察・勉強会 

 

9 月 23 日日曜日、今日は植樹祭前日の準備で、明日の開会式の準備やトレイの苗の種分けを行う。一

般の会員の手伝う姿も多く見られる。 

今年の植樹祭にも藤原先生がいらして下さった。昨日インドネシヤから帰国して今日は小樽という強

行軍のスケジュールだ。小樽について政寿司でミーティングし、さっそく奥沢水源地に来てくださった

のだ。奥沢水源地の植樹は今年で 6 回目だ。先生をまず前年植樹した場所に案内した。その場所は 4 回

の植樹を行った所で、最初に植樹した四年前の木々は見事に大きく成長していた。さっそく先生は写真

を写す。先生のお話だと最初の 2 年ぐらいは、根に栄養がいって背丈は伸びないそうだ。それで昨年と

一昨年の木々はあまり伸びていない。また、成長の早い木と遅い木があって、桜などの早い木の寿命は

短いがミズナラなどの成長の遅い木の寿命は長いと言う。その視点で植樹した木々を見ると「なるほど」

とうなずける。 

 今年の植樹する場所に向かう。みんな笑顔で先生を迎える。先生はさっそくマウンドに向かう。現場

担当の荒木副理事長が直接先生より詳細な指導をうける。 

  

➀ ポット苗が小さいので育ちがよくない。ポットに直径 5 ミリほどの穴をあけて 

空気が入りやすいようにするといい。 

 ➁ マウンド周辺の実生苗（みしょうなえ）の【ミズナラ・イタヤカエデ】が沢山 

   あるので、それを掘り越してポットに移し育てるようにするといい。 

  

  また、植樹祭の苗のマウンドの配置については二通りがある。 

 Ā 案・・・・トレイにあらかじめ苗の種類を混ぜ込んで置き、その苗をマウンドに配置する。 

 B 案・・・・苗を職種別にトレーに入れ、配置をするときにランダムに置いて行く。 

 

 今回は A 案を採用し、同じ樹種や低木どうしが並ばないように、又配置が一直線にならないよう気を

配って、その班のリーダーが植樹祭前に配置しておくことにする。 

 その後昨年植樹した場所を視察する。昨年植えた苗が成長している。その中の先端部分が鹿に食べら

れている。この部分は鹿にとって美味しいようだ。しかし、苗の成長には障害だ。鹿対策が話し合われ

る。樹木の周りに電線を張り、弱電気を流したらいいなどの意見が出たがこれと言った簡単にできる妙

案はない。藤原先生に指導を受けて明日の植樹祭が成功へと一歩近づく。 

  

 

                



長橋小学校・高島小学校視察 

 

まじぇる会の谷会長と田村さんをお連れし高島小学校の植樹し

た木々の成長を見に行く。谷会長は高島は海の街だから潮風が

木々の成長に影響していないかを心配している。ところが木々は

見事に成長していた。桃クリ 3 年と言うが栗が実をつけている。 

次に長橋小学校へ行く。ここは第一回目の植樹祭の記念の場所

なので思い出が多い。ここの木々は手を高く伸ばしても届かない

ほど成長をしている。この年 3 年生で苗木を植えた子どもたちが

大学生になっている。長橋小学校には 12 才の木々が立ち並んでいるのだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交換会 

 

北海道千年の森プロジェクトがまじぇる会や会員と藤原先生を囲んでの意見交換会が政寿司で行な

われた。司会は事務総長の山本さんだ。中村理事長の挨拶を聴いていると、12 年目を迎えたこのプロジ

エクトに感慨無量の思いが伝わってくる。 

この席には 12 年前のメンバーの顔が見える。12 年

前というと長橋小学校がスタートだ。その時以来植樹

祭に参加しているまじぇる会の谷会長や田村さん、室

崎さん、鈴木さんが遠方より今年も参加頂いている。11

年の間に 18 回の植樹祭を行ったのだから、前夜祭も 18

回目ということになる。 

 国会で活躍なさっている中村ひろゆき衆議院議員も

出席して下さって、現在環境委員会に所属して、サマー

タイムの問題や海に流出して海の汚染で話題にな

っているプラスチック問題を論議しているとい

う。お忙しい毎日を送っている中村ひろゆき代議

士がこの度、文部科学大臣政務官に就任された、こ

れからも千年の森始め故郷の大きな力となってく

れるであろう。 小樽ロータリークラブの津田会

長はにこやかに激励の挨拶をされた。小樽 RC は 

長年にわたり全面的に協力下さって、資金面のみ 

 



ならず会員の皆さんもグ

ループで植樹祭に参加し

て苗木を植えている。荒木

副理事長もロータリーク

ラブの会員なだけに毎年

温かい協力と援助をいた

だいているのだ。又共に応

援頂いているのは小樽ラ

イオンズクラブである。中村理事長、熊澤副理事長もメンバーである為、植樹事業には関心が高く、昨

年の周年アクティビティにも推挙いただき今年も参加頂いております。 

 藤原一繪先生のご挨拶は先生が世界の植生比較を基盤に緑・環境・人の関係を明らかにする研究を進

めているだけに、熱帯と北海道の木の成長の違いを環境面からわかりやすくお話なさっていた。先生の

お話はいつも実にわかりやすく、まるで大学での講義をお聞きするような気持になってくる。特に木に

は命があること、その命を育てる環境の大切さ、そして自然と人との

かかわりなど、ただ木を植える方法を学ぶだけでなく自然界の仕組

みも学びことができるのだ。 

 意見交換会は実に和やかに時が過ぎていく。いつもながら政寿司

の料理も美味しいが、植樹を通し知り合った仲間との友好も最高の

思い出となっていくように思う。 

 懇親会では小樽 JC のメンバーが勢ぞろいして前方に立つ。若いこ

の力が植樹祭を支えているのだ。山本理事長が次期の理事長に鹿角

君を紹介し、引き続き応援協力してくれる姿勢を見せてくれる。今年

の植樹祭も小樽 JC の力がなかったら、成功は不可能であろう。 

 まじぇる会は谷会長始め、田村さん、室崎さん、鈴木さんを加えて

四名が出席していた。もうすっかり顔なじみのメンバーだ。自己紹介

に三度名前を名乗るのも恒例の光景だ。今年はそれぞれに現在の居

住地を紹介してくれた。本当に小樽にはよく参加して下さって強力

なリーダーとして活躍していただいている。 

 千年の森を支えている会員の田中さん、井形夫妻がいる。島牧の

杉山先生や蘭越の渡辺さんとともに貴重な理事だ。そして長橋小学

校の第一回目の植樹祭の時、この地区の町内会長をしていた藤村さ

んが奥さんと共に毎年出席してくださっている。本当に有難く思う。 

 意見交換会の中締めは山川副理事長だ。知人の個人タクシーの小

柄さんが一泊二日の旅行者を乗せて道東に行ったとき、本州の旅行

者に「北海道の森はお金にならないね」と言われたそうだ。小柄さんは心の中で「杉やヒノキの金儲け

の森を造っているから土砂崩れが起きるんだよ」と心の中でっ言ったというお話と、小樽の森を造った

人たちを祀る神社が住吉神社にあって、【木魂神社】～（こだま神社）と呼ばれているので、ぜひお参り

に行って、地球の命を守る植樹祭をしていますと報告してほしいと話されて、明日の植樹祭の成功を祈

念して乾杯をして意見交換会を終えたのだった。 



  ・・・・いのちの森を創る・・・・・ 

 

好天に恵まれる 

9 月 24 日秋分の日、小樽での植樹祭が 11 年間好天に恵まれて開会される。この 12 年の間に一度く

らい大雨に遭っても不思議ではないが、小樽の植樹祭は悪天候で中止になったことが一度もないのだ。

これは、毎年はるばる東京からやってきてくださる藤原先生やまじえる会の皆様への天の心づくしと言

ってもいいのだろう。 また、植樹祭の前日まで、植樹を成功させようと準備を進めてきた会員の皆さ

んや小樽 JC のメンバーに対しての天の配慮と言ってもいいのだ。案外あの元気いっぱいの常に明るく

前向きで行動している中村理事長の熱意に雨雲も退散しているのかもしれない。今年も天候で中止なな

ることなく植樹ができることに感謝する。天気がいいと周りの森林の木々の緑が鮮やかにみえる。この

森の間に 3 本の川が流れていて、それが一つになって奥沢水源地の水となる。小樽は水が美味しいと言

われる。小樽のお寿司が美味しいのもこの水のお陰だ。この奥沢の麓には水を利用しての酒・醤油など

の食品や長靴工場があって工業地帯であった 

                  

リーダー講習会 

リーダー講習も 11 年も続けてきているので新人だけでもいいように思うが、実際はリーダーのベテ

ランであっても新たな発見や再認識することがリーダー講習で生まれてくるのだ。 

 藤原先生が繰り返し繰り返し話されることは重要なことなのだ。これを繰り返しの強調と言うが大事 

 

なことだから繰り返すのだ。今年のリーダー講習会も先生の繰り返し語られる密植混植などは自然の森

の本質に迫る言葉であり、この植樹が自然の森を創っているのだと言う意識をこの言葉が高めてくれて

いる。 今年のマウンドは平地で高さも丁度良く造られていて植樹はしやすい状態だった。今年から植

樹の方法が少し変わった。それは、前もってリーダー苗木をマウンドの上半分に置いておくことだ。こ



れは密植混植するのに間違えなくする方法なのだ。またマウンドの中央まで苗木を置いて下から見るの

は同じ種類の木が重なったり、苗木を植える幅を気が付かせるのに都合がいいのだ。ただ後の半分は参

加者の皆さんにやってもらうことにする。 

 さっそくリーダーが苗木に水を含ませて、マウンドに置いていく。マウンドに置いた苗木を下から見

ると、同じ木がだぶっているのがよくわかる。 

 リーダー自身が苗を植え始めた。藤原先生の指導の通り、深さに気を付けて穴を掘る。手のひらにポ

ットを置き苗木を取り出す。「苗木にも命があるのですから優しく扱いましょう」と言う藤原先生の声

がよみがえる。苗木を土に植えて苗木の周りの土をそっと抑える。この後実際には藁の代わりの牧草を

置き、そして水をかけて終わりになる。水をかける前にシャベルを水で洗った方がいいという声が聞こ

える。これでリーダー講習が終った。実際の時は、植樹を終わった後の参加者の記名や集合写真がある

のだ。 

 

 

開会式が始まるまで、リーダーはマウンドの上から半分に苗木を置かなければならない。幸い昨日の

うちに低木は青い札がついている、苗木を種類ごとに分けてあるので作業は順調に進んでいった。 

 今年リーダー講習は時間をたっぷりかけて行われた。これはすごくいいことだと思う。 

実際に作業が始まるとリーダーの指導が重要だからだ。 

 

開会式 

  

深緑の森に囲まれた奥沢水源地に親子連れや会社の仲間

や友人が三々五々集まってくる。 

いつものように舞台がセットされ椅子が並べらえている。来

賓も到着だ。8 月に新市長となった迫市長の顔が見える。 

 中井副理事長の司会で開会式が始まった。今年の参加者は

172 人で潜在広葉樹を植えるのだ。 

12 年目・18 回目の植樹祭が始まった 

中村理事長の挨拶は参加者に感謝の言葉を述べながら、胆振

東部地震があったので、今年植樹祭の中止も考えたが、しか

し、このような自然災害の時こそ地球に関心を持ち、地球の

命を守ろうとすることが大切だと考え実施したと話された。 

 来賓として、はざま小樽新市長は歯切れよく明快な口調で、

このような意義ある植樹祭を 12 年続けていることに敬意を

示し、植樹祭の会場となった奥沢水源地の歴史的価値につい



て語られた。迫新市長は前山田市長の時代に千年の森

の植樹祭に何回か参加して植樹をしていたという。そ

れだけに挨拶に説得力があった。 

 また、北海道後志総合振興局の渋谷副局長は、北海

道の環境を守る施策にマッチしたこの植樹祭を高く

評価してくれていた。助成頂いた㈱ニトリ北海道応援

基金の大村顧問も参加頂いている。小樽ロータリーク

ラブ、小樽ライオンズクラブ、小樽うしおライオンズ 

 

クラブは、この植樹祭に資金面だけでなく、実際

に参加して協力してくださっている。 

そして、谷会長始め、まじぇる会の参加は毎年の

事だが私達の大きな力となっている事に感謝す

る。 

山本理事長率いる小樽青年会議所は今年も準備

から大きな力を発揮した、若い力がなければここ

まで植樹事業を続けて来れなかったことだろう。 

 開会式の最後は恒例の中村理事長の手話によ

る「ふるさと」の歌の合唱だ。歌に合わせた振り

付けもユーモアがあり、みんなでの合唱は千年の森植樹祭の絆を深める物だった。 

 

藤原一繪先生の植樹指導 

  

今回も藤原先生の指導はわかりやすく教育的に意義ある内容だった。ミズナラの木が北海道特有の木

であることなど改めて認識を新たにした。この会場の周りにもミズナラとイタヤカエデの大木が立ち並

んでいて、あの小

さなドングリの

実がこんな大き

な木になること

の自然の妙味に

心惹かれるお話

だった。 



 自然の森は二酸化炭素を吸収し、早く成長する

サクラなどよりも、遅く成長するミズナラは根も

しっかり伸ばして二酸化炭素の吸収も多いことな

ど興味あるお話だった。またクマの大好きなドン

グリが不作だとクマが人家に現れることからクマ

の被害を防ぐことができる話なども面白かった。 

 そして何よりも自然の森は密植混植からなって

いて、お互いに競争しながら強くたくましく成長

していることは、人間社会にも当てはまるように

思った。参加した小学校の校長先生は、とても教育

的にもいいお話だったと述べていた。確かに、学校

のクラスに様々な個性を持つ子どもがいる方が面

白く、子どもにとっても刺激になり、心豊かな子ど

もの成長がみられるように思う。 

 いよいよ植樹指導となり、はざま小樽市長と小

学生の組み合わせで植樹する主な木の紹介をした。

はざま市長と一緒に「ミズナラ」と三回も合唱した

子どもはいい思い出になったことだろう。 

続いて後志振興局の渋谷副局長も子どもと一緒に

「イタヤカエデ」と 3 回連呼し、参加者もそれに合わせて連呼した。続いてロータロークラブの津田会

長のも子どもと一緒に「ナナカマド」を紹介した。 

ナナカマドは秋深く赤い実をつける樹木だが、本州で

は産地にあって低く、北海道のように高い立派に成長

しないので、北海道の木と言ってもいいようだ。 

 この後、植樹の方法について順序よく指導が行われ

た。藤原先生は昨日インドネシヤから帰国したばかり

という疲れを見せないで、とても元気よく楽しそうに

指導なさっていた。その後、中井副理事長よりリーダ

ーの紹介が行われて、10 のグループに分かれマウン

ドに向かっていった。 

 

 植樹祭 

今回の藤原先生の植樹指導では、高木の中に数本の低木を混ぜるという方式で、低木を混ぜることに

より「光の窓を開け、風の穴を森の中に作る」ということを実践された。植樹場所には、苗木のトレ

イが6個置かれていて、水につけ、植栽場所の上部半分に置き。リーダーが苗木を取り出して苗木 

 

 

 

 

 

 

 



間隔をそろえてすべてを配列する。ポット苗は、最初に低木を離して置き、次に、一番本数の多い”ミ

ズナラ”を背丈の高いのと背丈の低いのを纏まらない様に置く。その後で、残ったポット苗を間に適当

に置く。低木は2種類でポットの色も高木の黒と異なり、青色、紫色なので、その散らばりが一目で分

かる。これで参加者に植え付けてもらい、その後に残りの3つのトレイは、参加者が水につけて持ち込

み、上部の散らばりを見本として散らばらせて植え付けてもらう方式とした。 

今年は奥沢小学校と向陽中学校の子どもたち始め、172 名が参加し 1,855 本の広葉樹を植樹した。 

又、小樽市や後志総合振興局からも幹部職員も参加頂き、今後の協力体制も約束して下さった。 

 

 

今回は奥沢小学校と向陽中学校

が親子での参加で、「来年も必ず

参加します」と言ってくれて、常

連となった市内の企業参加もあ

り私達の目指す子ども達から高

齢者まで参加の趣旨が推進され

ている。 

 奥沢水源地の近くの学校から

の児童生徒の参加はとても嬉し

いことだ。今年ははざま市長、林

教育長も参加されて一般に交じ

って植樹をしていた。子どもの

時代から地球に関心を持つこと

は、これからの地球環境保護時

代を迎えるにあたって重要なこ

とだと思う。 

  

 

植樹の作業は順調に進んでいった。早く終わったグループから記念写真を写し、参加記念ボードに書き

込み、昼食に向かった。今年も政寿司さんからにイクラ・サケ入りの名物特大おにぎりが待っていた。

大人気の豚汁も用意され、秋の森林に囲まれた最高の自然の食堂で美味しく昼食を食べていた。 

 今年も無事植樹祭が終わった、これまでこの植樹祭に向けて準備を進めてきた会員の皆さんに心から

感謝をし、ご報告と致します。                 

 記：副理事長 山川 隆    

 



 
 

 

植樹樹種　一覧 年度 2 6 7 8 9 10 11 12

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

植樹年度 H19 H20 H24 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 H30 トータル

2007 2008 2012 2014 2015 2016 2017 2018

会場

長橋

小学

校

朝里

ダム

①

朝里

ダム

②

船上

山①

朝里

ダム

③

船上

山②

船上

山③

高島

小学

校

船上

山④

高島

小②

幸中

央

船上

山⑤

水源

地

水源

地②

水源

地③

水源

地④

水源

地⑤

水源地

⑥

参加者数 326 1,462 1,022 162 622 126 302 322 262 562 322 224 482 224 212 202 212 172 7,218

植樹本数／人 3.7 3.6 4.9 7.4 5.1 9.6 11.2 5.3 7.8 2.7 4.7 5.4 10.5 8.9 9.4 9.9 10.4 10.8 6.0

植樹本数 1,205 5,200 5,000 1,200 3,200 1,210 3,380 1,694 2,040 1,500 1,510 1,220 5,070 2,000 2,000 2,000 2,200 1,855 43,484 14,098

1 ミズナラ 高 350 1,180 1,650 360 1,200 470 840 580 1,000 660 755 350 1250 366 792 820 845 630 14,098 32%

2 クリ 高 5 800 200 200 270 120 270 265 100 60 70 30 80 150 200 20 2,840 ↑ﾐｽﾞﾅﾗ

3 イタヤカエデ 高 5 450 400 50 170 98 200 60 60 80 360 204 214 47 230 160 2,788

4 ナナカマド 高 285 350 300 50 100 36 105 30 24 80 400 184 37 33 100 140 2,254

5 カシワ × 400 200 90 100 51 70 60 30 55 40 169 10 15 1,290

6 ｺﾌﾞｼ/ｷﾀｺﾌﾞｼ 高 400 250 20 150 50 40 33 70 70 70 1,153 530

7 オオヤマサクラ 高 50 410 33 55 55 50 10 663

8 エゾヤマザクラ 高 8 50 50 50 250 22 200 120 100 5 65 920

9 ｼｳﾘ/ｳﾜﾐｽﾞｻｸﾗ 高 10 33 50 50 122 265

10 コシアブラ/キハダ 高 10 33 43

11 シナノキ 高 5 350 220 20 20 70 24 50 50 45 30 30 30 30 974

12 アオダモ 高 350 250 24 50 33 40 40 40 827

13 カスミザクラ 高 100 100 110 30 20 360

14 ハルニレ 高 5 20 20 100 80 24 75 30 250 50 50 50 754

15 ハウチワカエデ 高 15 20 60 30 24 30 40 250 33 30 30 30 592

16 ヤマモミジ 高 7 20 20 130 50 45 33 30 30 365

17 イヌエンジュ 高 5 20 50 100 30 30 30 30 295

18 トチノキ 高 5 52 40 50 20 40 50 173 142 275 16 280 1,143

19 アズキナシ 高 100 30 50 33 50 60 50 373

20 ホウノキ 高 20 40 50 6 30 33 50 60 289

21 カツラ 高 20 20 75 200 50 365

22 オニグルミ 高 30 40 50 60 60 70 310

23 アカシデ/ハリギリ 高 20 30 30 50 130 77%

24 ミズキ 高 30 30 50 60 50 220 33,365

25 ヤチダモ 高 10 39 49 ↑高木

26 ヤマハンノキ 高 5 5 （みずなら含む）

27 クルミ 高 5 35 40 （みずなら含む）

28 ガマズミ 亜 70 150 200 50 240 140 150 50 20 35 20 200 30 30 30 70 1,485

29 ツリバナ 亜 70 20 200 60 160 40 150 40 10 15 765

30 ヤマグワ 亜 100 250 120 50 160 40 30 33 783

31 マユミ 亜 120 40 160 40 50 20 20 35 10 20 250 15 30 30 30 70 940

32 オオカメノキ 亜 100 30 20 32 40 40 40 60 362 11%

33 カンボク 亜 20 50 50 20 50 190 4,685

34 ミヤマガマズミ 亜 60 50 20 30 160 ↑亜高木

35 ノリウツギ 低 70 150 200 50 270 30 100 50 40 65 45 10 230 28 40 40 40 130 1,588

36 タニウツギ 低 70 150 200 60 150 50 200 60 20 45 30 10 320 1,365

37 アキグミ 低 70 150 160 40 7 427

38 エゾユズリハ 低 20 70 20 24 30 10 250 30 454

39 ドウダンツツジ 低 30 50 50 30 160

40 エゾアジサイ 低 100 50 20 35 25 220 5 10 10 10 120 605

41 ガバレンゲツツジ 低 50 50 100

42 ユキヤナギ 低 50 50 100

43 ガクアジサイ 低 20 35 30 220 305

44 ｴｿﾞﾑﾗｻｷﾂﾂｼﾞ 低 50 50

45 ｹﾔｷ/ｼﾓﾂｹ × 10 20 30 12%

46 ツノハシバミ × 10 20 60 90 5,394

47 ハクウンボク × 10 40 70 120 ↑低木

植樹本数 1,205 5,200 5,000 1,200 3,200 1,210 3,380 1,694 2,040 1,500 1,510 1,220 5,070 2,000 2,000 2,000 2,200 1,855 43,484 43,444

“北海道”千年の森プロジェクト※　高木は10ｍ以上　亜高木は5ｍ～10ｍ　にて定義

植樹祭回数

3 4 5

H21 H22 H23 H25

20132009 2010 2011


